
第 ２ 号 様 式 （ 第 ５ 条 関 係 ）  

令 和 〇 年 〇 月 〇 日 作 成  

生  産  計  画  書  

作 物 名  水稲  

品 種  一般品種（種苗機械移植）  

組 織 名   

生 産 者 名 ・ 代 表 者 名  富士宮  太郎  

栽 培 地 先  弓沢町 （ ＊ 大 字 ま で 記 入 し て く だ さ い ）  

作 型 等  露  地  施  設  そ の 他 （       ）  

化 学 合 成 農 薬 の  

計 画 使 用 回 数  
９  回  

使 用 す る 化 学 肥 料 の  

全 量  

（ 種 類 ・ 使 用 量 ）  

化 学 肥 料 名 □ □ □ 計 画 使 用 量 〇 〇 ｋ ｇ 窒 素 含 有 率 〇 〇 ％  

化 学 肥 料 名 ◇ ◇ ◇ 計 画 使 用 量 〇 〇 ｋ ｇ 窒 素 含 有 率 〇 〇 ％  

化 学 肥 料 名    計 画 使 用 量   ｋ ｇ 窒 素 含 有 率   ％  

栽 培 期 間    ４ 月 か ら  ９  月 ま で  

出 荷 期 間    9 月 か ら  10 月 ま で  

予 定 収 穫 量   ６００ ㎏  

栽 培 耕 作 面 積    ２０ ａ （ 1a =10 0 ㎡ , 10a＝ 1 反 , 100 a=1 ha=1 町 ）  

有 機 堆 肥 使 用 量  
１００ ㎏ （ ＊栽 培 耕 作 面 積 に 応 じ た 使 用 量 ）  

※ 申 請 作 物 の 栽 培 耕 作 面 積 に 応 じ た 使 用 量  

※ 申 請 作 物 の 栽 培 耕 作 面 積 に 応 じ た 使 用 量  
生 産 者 の 一 言  

（堆肥等施用技術栽培上の安

全安心への対応と環境へのこ

だわりについて記入） 

日 本 の 主 食 「 米 」 を 安 心 し て 食 べ て も ら  

え る よ う に 、 安 全 安 心 な 範 囲 で 農 薬 ・ 化 学  

肥 料 を 使 用 し ま す 。  

※ 無 農 薬 、 無 化 学 肥 料 、 減 農 薬 、 減 化 学 肥 料 等  

の 表 示 は 行 わ な い で く だ さ い  

市 ホ ー ム ペ ー ジ への 

掲載・紹介 

可  ・  否  （ ど ち ら か に ○ を つ け て く だ さ い 。）  

※可の場合、住所 (大字まで )、氏名、作物名、一言を掲載いたします。 

市
記
入
欄 

化学合成農薬使用回数(回 )  化 学 肥 料 窒 素 含 有 量(kg/10a) 有機堆肥 

(kg/10a) 

収 穫 量  

(kg/10a) 県 慣行 市 基 準 回 数  県 慣 行 市 基 準 施 用 量 

17 13 9 18 14.4 ○○  50 300 

＊  備 考  生 産 計 画 書 は 対 象 農 産 物 １ 種 類 に つ き １ 枚 と な り ま す 。  

記入例  

市が記入  

こ こ か ら  

選 ん で く だ さ い 。  

肥 料 名  

堆 肥  

苦 土 石 灰  

骨 粉  

マルチサポート  

ケイ酸 カリ    

化 成 ７号  

化 成 肥 料 （表 示 なし）  

有 機 配 合 肥 料  

石 灰 窒 素  

ナポレオン  

日 清  完 全 配 合 肥 料  

魚 粕  

油 粕  

その他 (肥 料 名 〇〇〇 )  

 


